












Education and Research through Educational Tradition 











































































































































































































（研究代表者：江口勇治先生・飯田範子）附属学校 13名，教育学系 5名， RA
教育学研究科院生 2名，参加
④「筑波大学及び附属学校における教職教育の在り方の研究」平成 16~ 18年度






























戸高等学校の IB教育の導入・推進と SGH, 附属高等学校の SGHがあり，国の

























































































(8)嘉納治五郎「我が附属小学校に就きて」『教育学術界』臨時増刊第 7巻第 1号， 1903年，
4-6頁







(12) 中野，前掲書 (2), 20-32頁
(13)穂積重遠「我等と附属」桐蔭會雑誌 104号， 1936年（「桐蔭」刊行委員会編『桐蔭』
1984年， 29頁所収）
(14)飯田範子「「都市教育」という視点の登場一湯原元ー著『都市教育論』を手がかり
として一」中井孝章編著『子どもたちの生活世界』日本教育研究センター， 2005年
175-186頁
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